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プロジェクトの目的と参加機関 
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大学や研究機関に分散して存在する超高層大気
地上観測データを効率的に検索・取得するための
インフラを整備する 

 IGY以来の国際共同観測事業で蓄積された多様かつ
膨大な観測データ(アナログ・デジタル)の流通 

 分野横断型のデータ解析による太陽地球系物理学研
究の進展、特に超高層大気の長期変動の解明 
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IUGONET機関による観測ネットワーク 
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IUGONET機関による観測ネットワーク 
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プロジェクト概要 
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メタデータDB 超高層大気科学 

バーチャル情報拠点 

衛星、数値モデル
データへの拡張 

東北大 

PPARC 

多様かつ膨大な量の
観測データが各研究
機関に分散して存在 

メタデータのデータベースを構
築し、ネットワーク上で情報を
共有  横断検索 

観測データの可視化・
解析ツールも開発   
データ利用の促進 

メタデータ（メタ情報）
のデータベースで横
断検索を可能に 

分野を横断したデータ
の総合解析による新し
い研究を促進 



項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考 

バ
ー

チ
ャ
ル
 

情
報

拠
点
 

構築と運営 
システム導入  

 
システム増強 多点情報交換システムを各機

関に導入し、緊密な連携体制
を実現する。 

拡大 
プロジェクトの成果を総括し、
関連他分野への拡大や統合を
検討する。 

メ
タ

デ
ー

タ
D

B
 

シ
ス

テ
ム
 

システム開発 
プロトタイプ
調査・開発 
 

公開バージョ
ン開発 
 

一般に公開 
 

 
 

DSpaceをベースに、メタデ
ータの登録・検索などを行う
システムを開発する。 

システム運用 
コンピュータ
更新・増強 

メタデータDBの定常運用を
行う。定期的なカスタマイズ
を行う。 

メ
タ
デ
ー
タ
 共通フォーマッ

ト策定 

Ver.1の策定 ドキュメント
整備 

超高層大気地上観測データに
適した共通のメタデータフォ
ーマットを策定する。 

メタデータ作成 
メタデータ作
成開始 
 

メタデータDB
より公開開始 
 

各機関の観測データからメタ
データを抽出し、DB化する。 

デ
ー
タ
解
析
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

調査・仕様策定 
開発環境整備 
仕様策定 

ドキュメント
整備 

各機関の観測データに即した
可視化・解析ソフトの仕様を
策定する。 

プログラム開発 
プログラム開
発開始 

一般に公開 IDL+TDASを用いたプログラ
ム開発を進める。 

そ
の

他
 

観測DB再整備 
各機関で観測DBの再整備を
進める。未整備のデータにつ
いてもDB化をはかる。 

サイエンス研究 
 
 

各機関の観測データを活用し
た解析研究を進めながら、プ
ロダクトの自己評価を行う。 

アウトリーチ 
ホームページ
立ち上げ 
 

WebやSNSなどを利用した情
報発信、講習会などを通じた
プロダクトの普及活動を行う。 

プロジェクトの年次計画 

後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う 

メタデータ作成・解析ソフト
開発に対応した再整備 

後半はアナログデータのデジタル化など、
DB化されてないデータを整備する 

後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う 

必要に応じてフォーマットのアップデートを実
施 

プロジェクトの進捗に関する情報発信、開発プロダクトの講習会開催など 

開発したプロダクトを利用し、各機関の観
測データを用いた解析を行う 



メタデータDBの開発 

データベースシステ
ム 

http://search.iugonet.org/iugonet 
β版を公開中! 

登録メタデータ総数 (1/11現
在) 

153万  8314

件 ※このうち、データセットの
メタデータについては、
609件 

フリーワード検索 

時間範囲
指定 

緯度経度
指定 

 solar 

学術情報リポジトリ等で広く利用されてい
るDSpace(オープンソースのソフトウェア)

をカスタマイズ 

 メタデータフォーマット 

SPASEメタデータフォーマットをベースに、
超高層大気地上観測データの特徴に合
わせて若干の拡張 
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メタデータDBの開発 

太陽観測データを
検索するためのイ
ンターフェース 

太陽座標系
での空間範
囲指定 

公開版(2月中を予定)では、太陽観測データの検索インターフェー
スを追加する 
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データ解析ソフトウェア - UDAS - の開発 

各機関で公開される観測データを可視化・
解 析 す る た め の ツ ー ル を 、
IDL+TDAS(THEMIS Analysis 

Software Suite)をベースにして開発 

様々な種類のデータを比較しやすいよう
に時系列プロットをスタックして表示 

専門家以外でもお手軽にデータの表示
や解析ができるようにGUIも用意 
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データ解析ソフトウェア - UDAS - の開発 

http://www.iugonet.org/software.html 

 インストールマニュアル、
スクリーンショット、デモ
動画、講習会資料なども
準備 

β版を公開中! 

 UDASのパッチとしてプ

ロジェクトのウェブページ
から配布 



データ解析ソフトウェア - UDAS - の開発 

 2次元画像データ(太陽表面や
オーロラなど)を扱うためのロー
ドプロシージャ開発 

UDASからIUGONETのメタデ
ータDBを利用するための仕組
みの開発 

UDASおよびTDASを組み込
んだIDLバーチャルマシン(※ラ
イセンスが不要)の配布 

【今後の開発】 

11 



サイエンス研究 

各機関の多様な観測データを活用する共同研究、学生教育に参加 

 開発プロダクトの自己評価 

 バグ修正、機能追加、インターフェイスの改善、etc. 

【研究テーマ】 
 地磁気静穏日変化の振幅変動をプロキシとした超高層大気の長期変動 

[京大地磁気センター、名大STE研、京大生存研] 

 磁気嵐時におけるグローバルな地磁気変動と電離圏擾乱ダイナモとの関係 

[京大生存研、極地研、京大地磁気センター] 

 赤道ジェット電流の強度変動と熱圏・中間圏における大気擾乱との関係 

[九大宙空、京大生存研] 

 太陽画像データ解析に基づく、超高層大気への太陽紫外線の影響 

[京大天文台、京大生存研、名大STE研] 

 流星分布の長期変動解析・統計検証 

[京大生存研] 

 開発プロダクトの使用例紹介 

 ユーザーの獲得、データ流通・利用の促進、分野横断
研究の推進 
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サイエンス研究 

http://de.wikipedia.org/wiki/Datei:Ionosphere-Thermosphere_Processes.jpg 

中間圏・下部熱圏・電離圏は、太陽紫外線や太陽風などによる上方からのエネルギ
ー流入と大気波動による下層からのエネルギー流入が拮抗し、また、極域-赤道域間
の結合も強い複雑な領域 
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サイエンス研究 

地磁気擾乱時に極域熱圏において強い
電流が流れることによって発生するジュ
ール加熱によって中性風が駆動される
ことが知られている。その中性風による
ダイナモ作用で電離圏電流が生成され
ると考えられるが、グローバルな時空間
構造についてはまだほとんど解明され
ていない。そこで、IUGONET参加機関

が所有する多様な観測データを活用し
た総合解析を行っている 

UDASを用いたデータ解析が可能 (右図)  

地磁気擾乱(2004年10月)時における風速変動 

 AE指数、SYM-H指数  … 京大地磁気センターより 

 Andenes(69.3N,16.0E) 

Rothera(67.3S,68.1W)     の風速  … 極地研より 

Syowa(69.0S,39.6E) 

 KotoTabang(0.2S,100.3E)の風速  … 京大生存研より 
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アウトリーチ活動 

開発プロダクトの普及を目指した活動を展開中 

メタデータDBやUDASの使い方、および各

機関の代表的な観測データの解析方法に
ついての集中講義。 

http://http://www.youtube.com/user/iugonet2009 

前回(2011/7/27)のデータ解析講習会の様
子 

 IUGONETチャンネル 

データ解析講習会 

メタデータDBの様々な利用方法やUDAS

を使った各データの解析例に関する動画
の置き場。 

次回は2012年2月24日を予定(@名大STE研) 

15 



まとめ 

 IUGONETプロジェクト外部機関からのメタデータの取り込み 

 IUGONETプロジェクトでは、超高層大気地上観測データに関する研究
インフラ(メタデータDB・データ解析ソフトウェア)を開発している 

 プロジェクト3年目(平成23年度)の進捗： 

 メタデータDBとデータ解析ソフトウェアUDASを公開(2月中を予定) 

現在、β版を公開中! 

 自己評価・普及のためのサイエンス研究を進行中 

 講習会などのアウトリーチ活動を展開中 

今後の課題 

 IDLバーチャルマシンによるデータ解析ソフトの配布 

 アナログデータのデジタル化等、難易度の高いデータへの取り組み 

 国立天文台太陽観測所、NICT、柿岡地磁気観測所、etc. 
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